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 次に per、cry-m、cyc の RNA 干渉を行ったところ、クチクラ形成にみられる概日リズムが消失し、
per と cry-mの RNA 干渉と cycの RNA干渉では逆の表現型が誘導された。このことは、これら遺
伝子は概日リズムを制御する概日時計において逆の機能をもっており、それぞれの RNA干渉によっ
て異なる位相で概日時計が停止することを示している。 
また、これら概日時計遺伝子の RNA干渉は光周性も消失させ、光周期条件にかかわらず per と












本論文の著者は，まず，ホソヘリカメムシから period, cycle, mammalian-type cryptochromeといった
概日時計遺伝子を単離した．RNA干渉法によってこれら遺伝子の発現を抑制したところ，クチクラ
形成に見られる概日リズムが消失し，光周性が失われた．これにより，これら３つの遺伝子が概日時
計の構成要素として機能し，光周性にも必須であることが示された．ホソヘリカメムシでは複眼が光
受容器として働き，幼若ホルモン量の低下が休眠を誘導する．著者は概日時計遺伝子の発現抑制を行
った個体において，複眼除去あるいは幼若ホルモン類縁物質の塗布が光周性に与える影響を調べた．
その結果，概日時計は光受容や内分泌系ではなく，光周時計に関わると考えられた．  
以上のように，本論文は遺伝子発現を制御することによって光周性機構に迫ったという点で高く評
価でき，昆虫において概日時計分子機構が光周性を制御していることを明確に示した．よって，本論
文は動物の環境適応機構の解明に著しく寄与するものであり、博士（理学）の学位を授与するに値す
ると審査した． 
